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成田国際空港株式会社成田国際空港株式会社

代表取締役社長代表取締役社長 黒野匡彦黒野匡彦

２００５年１１月２９日２００５年１１月２９日

Airport Privatization in Practice
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目 次

１．ＮＡＡ民営化のアウトライン

２．民営化のために何をしたか？

３．民営化によって何ができたか？

４．株式会社ＮＡＡは、これから何をするのか？

５．民営化は正しい選択だったか？
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ＮＡＡ民営化のアウトライン その１

公 団 → 株式会社

公団法 → 商法
会社法

・商法上の普通の会社

・公団法による規制からの解放

・会社法による規制

・全株を国が保有することによる規制
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ＮＡＡ民営化のアウトライン その２

資本金 ３,０００億円 → 資本金 １,０００億円

資本剰余金 ５００億円

無利子貸付金 １,５００億円

税金を使う側 → 税金を払う側

「新東京」→「成田」
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国内空港の運営システム

民営化前 民営化後

航空管制 国 国 国 国 国

滑走路・エプロン 空港公団 空港会社 国 空港会社 空港会社

ターミナルビル 空港公団 空港会社 民間 空港会社 空港会社

リテーリングビジネス テナントのみ
テナント・
空港会社等

テナント・
ターミナルビル会社

テナント・
空港会社等

テナント・
空港会社等

着陸料 空港公団 空港会社 国 空港会社 空港会社

出資者 国
国

(完全民営化後は民間)
国

国・
地方・民間

民間・
国・地方

成田空港

羽田空港 関西空港 中部空港
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民営化のために何をしたか？

・経営ビジョンの作成

・人事評価制度の改革

・執行役員制の活用

・コンプライアンス対策の充実

・管理会計制度の導入

・グループ企業に対するガバナンスの確立

・グループ制の導入 → 課制の廃止

・両ターミナルの経営組織の分離

＜形の整備＞
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経営理念・経営ビジョン

■経営理念
ＮＡＡは、国際拠点空港としての役割を果たし 、グローバルな航空ネッ
トワークの発展に貢献する、世界トップレベルの空港を目指します

■経営ビジョン
１．安全を徹底して追求し、信頼される空港を目指します

２．お客様の満足を追求し、期待を超えるサービスの提供を目指します

３．環境に配慮し、地域と共生する空港を目指します

４．効率的で透明性のある企業活動を通じ、健全経営とさらなる成長を
目指します

５．鋭敏な感性を持ち、柔軟かつ迅速な行動で、社会の期待に応えます
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民営化のために何をしたか？

・「キッカケＢＯＯＫ」の作成

・役員と職員の意見交換会

・スローガンの繰り返し

・ＣＳ対策の強化

・教材を活用しての意識改革

・お客様との接点の拡充

・コストの削減

・空港周辺の清掃活動

＜意識の改革＞
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民営化によって何ができたか？

・社員意識の改革 → ＣＳの向上

・着陸料の引き下げ

・新規増収策への挑戦

リテーリング事業

両替業

ラッピング広告

・契約方式の変更 入札制 → 価格交渉方式

・納 税
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世界主要空港の着陸料比較（騒音料金含む）
（国際線：航空機１機当たり）

361

370

400

458

455

577

662

662

0 100 200 300 400 500 600 700

上海

ニューヨーク（JFK）

スキポール

中　　部

関　　西

羽　　田

成　　田（現行）

成　　田（改定前）

〔単位：千円〕

＜前提条件＞
　対象機材　B777-200型
　　最大離陸重量　276t
　　騒音値　FO:90.2, SL:95.1, AP:97.8
　　NAA騒音Index　A

為替レート（2005年10月14日現在）
　１ＧＢＰ  ＝ ￥205.20
　１ＥＵＲ  ＝ ￥139.31
　１ＵＳＤ  ＝ ￥115.82
　１ＨＫＤ  ＝ ￥ 15.23
　１ＳＧＤ  ＝ ￥ 68.73
　１ＫＲＷ  ＝ ￥  0.11
　１ＣＮＹ　＝ ￥ 14.17
　１ＡＵＤ  ＝ ￥ 88.10
　１ＴＷＤ  ＝ ￥  3.44
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成田国際空港株式会社の経営状況
＜その１：フロー＞

（単位：億円）

※参考　

2004.4.1～
2005.3.31

2005.4.1～
2006.3.31

2005年度
当初計画

A B Ｂ－Ａ Ｂ／Ａ×100

　営業収益 1,625 1,590 △ 35 97.8 1,630

　営業利益 412 360 △ 52 87.3 380

　経常利益 290 260 △ 30 89.5 280

　当期純利益 72 150 77 207.3 -

科　目

2004年度
実　　績

2005年度
見 通 し

増　減

金額 ％
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成田国際空港株式会社の経営状況

2056,736 6,531固定負債▲ 1249,241 9,365 固定資産

▲ 1689,603 9,771 負債及び資本合計▲ 1689,603 9,771 資産合計

721,783 1,711 資本合計

72263 191 利益剰余金

0520 520 資本剰余金

01,000 1,000 資本金

▲ 2417,819 8,060 負債合計

0225225特別法上の引当金06 6 繰延資産

▲ 4468561,303流動負債▲ 44355 399 流動資産

差 引期 末期 首勘定科目差 引期 末期 首勘定科目

負債及び資本の部負債及び資本の部資産の部資産の部

単位：億円 （単位未満切捨て）

2056,736 6,531固定負債▲ 1249,241 9,365 固定資産

▲ 1689,603 9,771 負債及び資本合計▲ 1689,603 9,771 資産合計

721,783 1,711 資本合計

72263 191 利益剰余金

0520 520 資本剰余金

01,000 1,000 資本金

▲ 2417,819 8,060 負債合計

0225225特別法上の引当金06 6 繰延資産

▲ 4468561,303流動負債▲ 44355 399 流動資産

差 引期 末期 首勘定科目差 引期 末期 首勘定科目

負債及び資本の部負債及び資本の部資産の部資産の部

単位：億円 （単位未満切捨て） ＜その２：ストック＞

＜貸借対照表：２００４年度決算＞
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ＮＡＡ 旅客数の動き

国際線旅客数
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（単位：千人）

2005
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2001
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株式会社ＮＡＡはこれから何をするのか？

＜企業としての発展と社会的責任の達成＞

・空港サービスの質量両面での充実

狭隘

遠隔 三悪の克服

高額

ＣＳ活動の拡大と深度化

・経営の安定→長期債務の縮減

コストの削減

・上 場
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Ｂ滑走路の２,５００ｍ化

本来計画2500m

北伸計画2500m

暫定滑走路2180m

（拡大図）

東峰地区未買収地
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成田国際空港

開港時　1978年

南ウィング、第５サテライト供用開始　　2006年　6月

【開港時　1978年】

ターミナルビル

延床面積

固定スポット数

旅客処理能力 540万人/年

28スポット

166,000m

ＰＴＢ1

2

延床面積

固定スポット数

旅客処理能力 3,000万人/年 2,500万人/年

37スポット

440,000m

ＰＴＢ1

2

30スポット

316,000m

ＰＴＢ２

2

【南ウィング、第５サテライト供用開始　　2006年　6月】

ターミナルビル

＜２００６．６．２＞

第一ターミナルのグランドオープン

第2サテライト

第1サテライト

第3サテライト

第4サテライト

第5サテライト

北ウィング
南ウィング
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ヒースロー空港との比較

31,222

30,082

1,140

67,111

60,184

6,927

5. 旅客取扱実績（千人）

国際線

国内線

2本

4,000m×60m

2,180m×60m

２本

3,902m×45m

3,658m×45m

3. 滑走路

1978年5月20日1946年5月31日2. 開港

1,084ha1,117ha1. 敷地面積

185,243

173,120

12,123  

475,999

-

-

7. 発着回数（回）

国際線

国内線

2,3111,4126. 貨物取扱実績（千ﾄﾝ）

24

2008年春に第5ターミナル

を部分供用予定

4. 旅客ターミナルビル

成田空港ヒースロー空港項 目

※ 上記 5.～7. は、2004年のデータ。
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成田新高速鉄道

総事業費 ： １，２６１億円 （うちＮＡＡ ： ３２８億円）【別途空港内インフラ整備】

開業予定 ： ２０１０年

日暮里～空港第２ビル駅間 ： 最短３６分

北総線に接続し、京成電鉄が新型（高速）スカイライナーを運行

北総線

京成本線

ＪＲ
総

武
線

Ｊ
Ｒ

成
田

線

成田新高速鉄道（Ｂルート）
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民営化は正しい選択だったか？

＜是とする視点＞

・自由度の向上

・非航空収入の増大

・意思決定の迅速化

・社員の意識改革

・企業情報の開示

＜非とする視点＞

・マーケットメカニズムは機能しない

・利益至上主義への傾斜

＜上場に対する基本認識＞


